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株式会社でんきのサントップ
これまでの家電機器中心の展示から、IoT機器で利便性が向上できること

を体感できるショールームを整備。家電機器から住宅設備機器、リフォー
ムまでを総合的に取り扱っていく。

地域密着型の家電販売店として、家電機器や住宅設備機器

の販売、住宅設備の小規模な修繕工事を取り扱っていた。

コロナの影響で訪問を断られるなどして売り上げが減少。

ネットを活用した購買スタイルへの変化もあり、自社にし

かできない優位性を確保して地域小売店の活路を見いだす

必要を感じていた。
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自己資金だけでは規模を縮小し
て取り組まざるを得なかったた
め、補助金が活用できてよかっ
た。交付申請から決定までは、
2ヶ月ほどと時間がかかった。

機械器具小売業、総合工事業

機械器具小売業、総合工事業

地域密着で
住まいのトータルケアを目指す

＃IoT＃地域密着 # 住まい全般のトータルケア

単に商品を提供する「モノ売り」から、音声操作等で生活の

便利さが体感できるIoT機器をショールームに設置すること

で、体験型の「コト売り」へと切り替え。

スマートライフを来店者に体感してもらうほか、これまでは

家電機器のみだった顧客情報のデータベースに、住宅情報等

も加えることで、住まい全般のトータルケアを目指す。

計画を作成する中で自分のやり
たいことを整理し、たとえ補助
金をもらえなくても取り組むく
らいの考えを持つことが大事。

スマートライフ提案で
地域のお役に立つ店舗づくり


